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第 1表に示す如 く3',パルプ工業,化学工業,農相工業の代表 ともいうべき澱粉工業,鉱業,
第 1表 水質汚濁による魚業被害状況 (1958)
数量 (貫) f金額 (千Fj)F漁民 (人)































































工業に あっ て ほ,香


















薬液の回収を行い, SCPは高収量を目標とする もので あるから廃水中の諸成分は比較的少
い｡従って廃液利用の面から或は廃水問題として最も論究の対象となるのは SP廃液なのであ
ー 43-





これら廃水が河川に放流 されるときほ河川の溶存酸素 (DO)を消費し, 水棲生物の生存を
あやうし,又有機物の沈積は,嫌気性醗酵即ち腐敗の原因となり益々河川を汚溝するに至るの
である｡
水質汚溝防止上パ ル プ紙 関係の廃水を放流するに当っての処 理 基準 として要望 されているの
第2表 パルプ生産量























は 第3表 に示す如 く,生物化学的酸素要求量 (BiochemicalOxygenDemandBOD)は














































を講 じておくべきは勿論であるが,B0Dが 2ppm 以上のときは稀釈水で稀釈しなければ
ならない｡ この稀釈すつき水量の概数は第 5表に示すようである｡
第5表 廃水の BOD と採るべき検水量の概数




























































亜硝酸態窒素 0.1mg/1以上,第 1鉄塩 1mg/1以下を含有しているが他の酸化或は還元物
質を含有していない時はこの方法を用いる｡この場合は Winkler法のアルカリ性ヨウJ化カリ




箇 この他の方法が それぞれ 提案されて いるが, これら変法のうち SP廃水中の DO或は
SSLの BOD測定に当って考慮しな ければならない方法は,アルカリ性次亜塩素酸塩法 と,
過マンガン酸カリ漢であると考へる｡
これらの方法により測定した,SSLの稀釈液中の溶存酸素の損失は 第 6表 に示す如 く,
第6表 SSゝL添加量と DO の損失
S S L の 添 加 量
1:30,000 1:10,000 1:3,000 1:1,50





























































を ア ル カ リ性 ヨ ウ 化カリウム溶液 950mlに 加 う
2. KF･2lfI20 40g/100m1Hz0
3. W inkler 試薬
1. AIR(SO4)2･12Hz0 10g/100mlH20
2. Con°.NH40H














Winkler法に於てほ1mlの 0.025NNaZS203榛準液は 0.2mgの酸素に相当する, 従っ
て供試産を 200ml採れば滴定に要した 0･025NNa2S203の ml数は直ちにDOの mg/1を
表はす｡
更に BODについては













SSL或は SP廃水を処理するに当って問題となるのほ, 主 としてその含有する糖頬による





















次に BOD150ppm 或は 80ppm の SP廃水を河川に放流 したときの BODの変化につい
て考察してみる｡







































即ち加茂川級の 河川に あってほ 日産
25ton,BOD 80ppm の排水が河川に流
入して綜合 DOは,4.7ppm,綜合BOD
は 4.5ppm となり, 先づその限界点に
連するものと考へられる｡然し江戸川級
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